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３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

７
日
間
、「
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
、
火
災
予
防
を
広
く
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防

火
意
識
の
一
層
の
普
及
を
図
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
運
動
期
間
中
、
消
防
飯

舘
分
署
で
は
飯
舘
村
や
消
防
関

係
機
関
等
と
協
力
し
、
防
火
パ

レ
ー
ド
や
住
宅
防
火
診
断
、
防

火
指
導
な
ど
の
行
事
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
19
年
度
統
一
標
語

『
火
は
見
て
る 

あ
な
た
が
離
れ
る 

そ
の
時
を
』

　

消
防
関
係
者
な
ど
約
50
人
が

参
加
し
、
車
両
24
台
に
よ
る
防

火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
て
、
住

宅
火
災
予
防
や
山
火
事
防
止
を

広
く
村
内
に
呼
び
か
け
ま
し

た
。

３
１

３
４

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い

い
た
て
ホ
ー
ム
」
と
飯
舘
分
署

合
同
で
、
消
防
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
ホ
ー
ム
職
員
20

人
と
入
所
者
20
人
が
参
加
し
、

ホ
ー
ム
職
員
に
よ
る
１
１
９
番

通
報
訓
練
や
初
期
消
火
訓
練
、

入
所
者
の
避
難
誘
導
訓
練
な
ど

の
ほ
か
、
到
着
し
た
消
防
隊
に

よ
る
消
火
・
救
助
・
救
急
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
有
事
に
備

え
真
剣
な
表
情
で
各
訓
練
に
臨

ん
で
い
ま
し
た
。

▲防火パレードのようす

▲入所者を避難誘導するホーム職員

３
5

３
６

　

飯
舘
村
民
生
児
童
委
員
協
議

会
（
石
井
延
眞
会
長
）
と
飯
舘

分
署
が
合
同
で
、
高
齢
者
の
安

全
対
策
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
村
内
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
家
庭
24
世
帯
に
対
し
て
防
火

訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
５
世
帯
に
は
、
相

▲大会を制した花塚チーム

　

大
会
に
は
村
内
の
８
チ
ー
ム

約
60
人
が
出
場
し
、
火
の
用
心

を
誓
い
な
が
ら
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】
優
勝
・
花
塚
、

準
優
勝
・
小
宮
、
第
３
位
・
関

沢
、
第
４
位
・
宮
内

馬
地
方
防
火
安
全
協
会
飯
舘
支

部
（
木
幡
俊
雄
支
部
長
）
の
協

力
に
よ
り
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
各
世
帯
の
寝
室
に
設
置
し

ま
し
た
。

▲住宅用火災警報器を設置する分署職員

　

春
を
迎
え
、
農
作
業
を
始
め

る
準
備
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
田

の
あ
ぜ
や
土
手
の
枯
草
焼
き
を

す
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
春
先
は
突
風
が
ふ
く
こ
と

が
多
く
、
小
さ
な
火
か
ら
突
然

燃
え
広
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
野
火
火
災
に
な
ら
な
い
よ

う
十
分
に
注
意
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
お
問
合
わ
せ

　

南
相
馬
消
防
署
飯
舘
分
署

（
☎
42

－

０
１
１
９
）

防
火
パ
レ
ー
ド

消
防
訓
練

火
の
用
心
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

一
人
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
に
対
し
住

宅
用
火
災
警
報
器

を
設
置

　

村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
大

東
正
男
会
長
）
と
飯
舘
分
署
共

催
の
「
火
の
用
心
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
を
草
野
地
区
の
「
ふ

れ
あ
い
交
流
館
た
て
や
ま
」
で

開
催
。


